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と集合的なまなざし（collective gaze）を区分するとともに，他に「本物―まがい物」「現









ロマン主義的 孤独 没入状態の持続 幻視，畏敬，アウラを伴う
集合的 コミュナルな活動 一連の共有された出会い 親しんだものへのまなざし
見物人的 コミュナルな活動 一連の束の間の出会い さまざまな記号の一瞥，蒐集
環境的 集合的組織 持続的で啓蒙的 調査と点検のための精査
人類学的 孤独 没入状態の持続 精査と能動的解釈
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るいは重なるように植民地都市は建設されていった。その中心部分には，台湾総督府や
行政，文化などの機関が置かれ，多くの日本人が移住し日本的な都市建設が進んだ。植
民地台湾の建設目的は，何よりも日本人や日本経済が必要とする産物を日本や外国へ送
り出すことであった。台湾経営は，日本の国家事業として行われたものであり，総督府
が設置され，その下に行政組織が確立し，日本国内に準ずる経済開発，社会建設がおこ
なわれた。台湾に与えられた役割分業は，自然資源の開発，農業産品の生産，日本への
移出，輸出による外貨稼ぎ，在台湾日本社会の確立などであった。また，日本製工業製
品の消費地としても期待された。イギリス植民地であったセイロンと比べれば，台湾は
日本とは距離的に近く，経済分業というばかりでなく第二の国土として台湾住民の日本
人化，日本社会の建設が進められ台湾全体の日本化が目指された。
台北の中国人居住エリアとの接点には繁華街である西町が置かれ，日台の交流，接合
の空間となった。また，鉄道による島内の流通は，台湾産品の集荷・積み出しと日本人
居住者の生活資料流通を旨とするシステムとして形成された。こうした空間が台湾にお
けるレジャー・ツーリズム空間になっていく。ツーリズムデスティネーションは温泉を
中心とした開発であった。三大温泉と呼ばれた北投・関子嶺・四重渓の温泉地には，日
本的な温泉歓楽街が形成されたが，日本軍の療養所もその開発に大きくかかわっていた。
1904年開戦の日露戦争で負傷した兵士たちを療養させる温泉療養所として台湾の温泉が
活用されたのである。国・軍と民間が共同して繁華な歓楽街が形成されたのであった。
本研究は，モダンツーリズム・植民地ツーリズムおける，アジア諸地域に向かうヨー
ロッパ人ツーリストのまなざしの在り方について整理するとともに，そのデスティネー
ション空間の新たな生産にかかわる具体的な実証研究を準備をすることであった。各地
における植民地都市空間およびデスティネーションに関する記述が今後の課題である。
